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Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 
 

1. 機関内規程 

1）評価結果 

■ 基本指針に適合する機関内規程を定めている。 

□ 機関内規程は定めているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 機関内規程を定めていない。 

2）自己点検の対象とした資料 

・高知大学動物実験管理規則（平成 19 年４月 11 日 規則第１号） 

・高知大学動物実験委員会規則（平成 19 年４月 11 日 規則第２号） 

・高知大学動物実験自己点検・自己評価委員会規則（平成 19 年４月 11 日 規則第３号） 

・高知大学総合研究センター 生命・機能物質部門 動物資源開発分野 動物実験施設利用 

規則（平成 20 年３月 14 日制定、同年４月１日施行） 

3）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

環境省の「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」（以下「飼養保管

基準」という。）及び文部科学省の「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本

指針」（以下「基本指針」という。）に則って、高知大学動物実験管理規則（以下「学内規

程」という。）が定められている。 

4）改善の方針、達成予定時期 

昨年度の外部検証の指摘を受け、「国立大学法人動物実験施設協議会」が公開する最

新の機関内規程の雛形等を参考にしながら、2025年度中に学内規程を改正する。 

 

2. 動物実験委員会 

1）評価結果 

■ 基本指針に適合する動物実験委員会を設置している。  

□ 動物実験委員会を設置しているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 動物実験委員会を設置していない。 

2）自己点検の対象とした資料 

・高知大学動物実験管理規則 

・高知大学動物実験委員会規則 

・高知大学動物実験自己点検・自己評価委員会規則 

・高知大学動物実験委員会委員名簿 

・高知大学動物実験自己点検・自己評価委員会委員名簿 

3）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・2007 年度以降、飼養保管基準及び基本指針に適合した動物実験委員会と動物実験自己点

検・自己評価委員会が設置されている。 
・現行の高知大学動物実験委員会規則では、「実験動物に関して優れた識見を有する者」が

１名のため、委員長指名により 2023 年度に１名追加し、２名とした。 
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4）改善の方針、達成予定時期 

３要件の各委員を複数名で構成するよう 2025 年度中に学内規程を改正する。また、外

部検証の指摘を受け、動物実験委員会と動物実験自己点検・自己評価委員会は一本化す

ることを検討する。 

 

3. 動物実験の実施体制 

1）評価結果 

■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制を定めている。  

□ 動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 動物実験の実施体制を定めていない。 

2）自己点検の対象とした資料 

・高知大学動物実験管理規則 

様式１ 動物実験計画書 
様式２ 動物実験計画（変更・追加）承認申請書 

様式３ 動物実験結果報告書 

様式４ 動物飼養保管施設設置承認申請書  

様式５ 実験室設置承認申請書  

様式６ 施設等（飼養保管施設・実験室）廃止届 

・高知大学総合研究センター生命・機能物質部門動物資源開発分野動物実験施設利用規則 

・麻酔・安楽死方法のガイドライン 

3）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

動物実験の実施に必要な学内規程等及び各種申請書様式等が適正に定められている。 

4）改善の方針、達成予定時期 

各種申請書様式等ついても、基本指針や飼養保管基準に則した様式になるよう、学内

規程の改正に合わせて、2025 年度中に改正する。 

 

4. 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 

1）評価結果 

■ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めている。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点が

ある。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定めていない。 

□ 該当する動物実験を行っていないので、実施体制を定めていない。 

2）自己点検の対象とした資料 
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・高知大学動物実験管理規則 

・高知大学遺伝子組換え実験管理規則（平成 16 年４月 1 日 規則第 75 号） 

・高知大学病原体等安全管理規則（令和５年３月 24 日 規則第 129 号） 

・高知大学総合研究センター生命・機能物質部門動物資源開発分野動物実験施設利用規則 

・高知大学医学部地区研究部門放射線障害予防規則（平成 16 年４月 1 日 規則第 217 号） 

・国立大学法人高知大学毒物及び劇物管理規則（平成 16 年４月 1 日 規則第 103 号） 

・高知大学医学部における特定薬品の管理手順書 

・薬品管理システム 

3）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・安全管理に注意を要する動物実験に関連する規程が定められ、実施体制が整備されてい

る。 

・これまでに計画書に申請された発がん物質については、動物実験委員会において使用ル

ールを取り決めたが、その他の発がん物質を含めたガイドラインについては整備ができ

ていない。 

・麻薬・向精神薬の使用について、行政への必要な手続きを行っており、「高知大学医学部

における特定薬品の管理手順書」の策定や「薬品管理システム」の使用により、適正に

管理されている。 

4）改善の方針、達成予定時期 

有害化学物質（発がん物質等）に該当する薬物等を用いた動物実験におけるガイドライ

ンを 2025 年度中に整備する。 

 

5. 実験動物の飼養保管の体制 

1）評価結果 

■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。  

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

2）自己点検の対象とした資料 

・高知大学動物実験管理規則 

様式４ 動物飼養保管施設設置承認申請書  

様式５ 実験室設置承認申請書  

様式６ 施設等（飼養保管施設・実験室）廃止届 

・動物飼養保管施設および実験室設置承認申請書に係る承認書 

・高知大学総合研究センター生命・機能物質部門動物資源開発分野動物実験施設利用規則 

・高知大学実験動物飼養保管施設における飼養保管の標準操作手順書（SOP） 

・高知大学動物実験施設災害時マニュアル（施設用・利用者用）、復旧マニュアル 

・各飼養保管施設の災害時マニュアル（施設用・利用者用）、復旧マニュアル 

・緊急連絡網 

・微生物モニタリングマニュアル 
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3） 評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

飼養保管施設等の設置と廃止に関する要件が学内規程等に定められており、確認に必要

な各種書式等も適正に定められている。また、飼養保管施設には実験動物管理者が置かれ、

標準作業手順書として実験動物飼養保管マニュアルを定めており、また、災害時マニュア

ルも備えている。 

4）改善の方針、達成予定時期 

  該当せず 

 

6. その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 

・動物実験自己点検・自己評価委員会が動物実験委員会とは別に設けられており、自己点

検・評価がより客観的に実施できる体制にある。 

・哺乳類・鳥類・爬虫類以外の動物を用いた実験に対する動物実験計画書の審査が行える

よう、動物実験委員会で基本指針を策定し、2022 年度から審査を開始した。 
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Ⅱ．実施状況 

1. 動物実験委員会の活動状況 

1）評価結果 

■ 基本指針に適合し、適正に機能している。  

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

2）自己点検の対象とした資料 

・高知大学動物実験管理規則 

・高知大学動物実験委員会規則 

・令和６年度高知大学動物実験委員会議事要旨等 

・高知大学動物実験自己点検・自己評価委員会規則 

・令和６年度高知大学動物実験自己点検・自己評価委員会議事要旨等 

・令和６年度教育訓練資料 

・高知大学ホームページ「動物実験等に関する情報公開」 

・動物飼養保管施設、実験室承認一覧 

3）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

動物実験計画書の審査、実験の把握、飼育保管施設および動物実験室の審査と承認後の

施設の把握、教育訓練、情報公開など、学内規程に基づいて実施されている。 

4）改善の方針、達成予定時期 

昨年度の外部検証で指摘された Web の審査方法に関する具体的な手順を学内規程等に

含められるよう 2025 年度中に検討する。 

 

2. 動物実験の実施状況 

1）評価結果 

■ 基本指針に適合し、適正に動物実験を実施している。  

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

2）自己点検の対象とした資料 

・高知大学動物実験管理規則 

様式１ 動物実験計画書 

様式２ 動物実験計画（変更・追加）承認申請書 

様式３ 動物実験結果報告書 

・令和６年度動物実験計画書一覧 

・動物実験結果報告書 

・令和６年度高知大学動物実験委員会議事要旨等 

・令和６年度「動物実験の自己点検票」 
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3）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告に関して学内規程に基づいて実施されて

いる。 

・「実験結果報告書」の提出率は 100％であった。 

・「動物実験の自己点検票」の提出率は 100％であった。 

4）改善の方針、達成予定時期 

動物実験施設のホームページに掲載されている麻酔法等の実験手技について、昨年度の

外部検証において、最新情報に基づく改訂および実施者への周知・指導の徹底が求められ

たため、2025 年度中に対応する。 

 

3. 安全管理を要する動物実験の実施状況 

1）評価結果 

■ 基本指針に適合し、当該実験を適正に実施している。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

□ 該当する動物実験を行っていない。 

2）自己点検の対象とした資料 

・高知大学動物実験管理規則 

様式１ 動物実験計画書 

様式２ 動物実験計画（変更・追加）承認申請書 

・令和６年度動物実験計画書一覧 

・令和６年度遺伝子組換え実験一覧 

・動物実験施設外への動物の持ち出し記録 

・令和６年度病原体等承認一覧 

・γ線照射装置、X 線 CT 使用記録簿 

・令和６年度業務日誌 

・第一種圧力容器自主検査記録 

・施設設備修理記録、点検報告書 

3）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・安全管理上注意を要する動物実験について、他委員会とも連携をとり適正に実施されて

いる。 

・動物実験委員会委員である施設教員が、遺伝子組換え実験安全委員会、病原体等安全管

理委員会、放射線安全委員会の委員も兼任し、情報共有がなされている。 

・動物実験は安全に実施され、事故等の発生はなかった。 

4）改善の方針、達成予定時期 

  該当せず 
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4. 実験動物の飼養保管状況 

1）評価結果 

■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

2）自己点検の対象とした資料 

・高知大学動物実験管理規則 

・高知大学総合研究センター生命・機能物質部門動物資源開発分野動物実験施設利用規則 

・飼養保管施設における動物種毎の年間のべ飼養匹数の記録 

・高知大学ホームページ「動物実験等に関する情報公開」 

・令和６年度業務日誌 

・微生物検査報告書 

・高知大学実験動物飼養保管施設における飼養保管の標準操作手順書（SOP） 

・施設利用の手引き 

・高知大学動物実験施設災害時マニュアル（施設用・利用者用）、復旧マニュアル 

・各飼養保管施設の災害時マニュアル（施設用・利用者用）、復旧マニュアル 

・緊急連絡網 

・微生物モニタリングマニュアル 

・麻酔・安楽死方法のガイドライン 

・飼育管理記録簿 

・入退管理データ 

・令和６年度「実験動物飼養保管状況の自己点検票」 

3）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・動物実験施設の飼養保管の標準操作手順書（SOP）は平成 24 年度から施行しているが、

施設の改善に伴い、そのマニュアルも適宜改訂を行っている。 

・動物実験施設以外の飼養保管施設においても、標準操作手順書（SOP）が整備されており、

実験動物管理者は適正に管理を行っている。 

・１日２回、飼育室内の実験動物と飼育環境の点検を実施し、その結果を「飼育管理記録

簿」に記録している。これにより、施設職員内で情報が共有でき、飼養保管の改善につ

ながっている。 

・実験動物の逸走時の対応として、各飼育エリアに捕獲網とネズミ用粘着マットを設置し

ている。 

・動物個体は、本学の基準を満たす指定ブリーダー、もしくは書面検疫により陰性であっ

た場合は国内他機関からも導入している。検査項目が不足している機関や海外からの動

物個体は、動物実験施設で検疫を実施した後導入する。 

・動物実験施設では、人獣共通感染症の原因である、Hanta Virus、LCMV、サルモネラ菌を

含め、年４回の微生物モニタリングを実施している。 

・小規模な飼養保管施設においても、繁殖や長期的な飼育をする場合は、微生物モニタリ

ングを実施している。 

・「実験動物飼養保管状況の自己点検票」の提出率は 100％であった。 

・各飼養保管施設で、特に問題は生じていない。 

4）改善の方針、達成予定時期 

該当せず 
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5. 施設等の維持管理の状況 

1）評価結果 

□ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に維持管理している。   

■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

2）自己点検の対象とした資料 

・高知大学動物実験管理規則 

・高知大学総合研究センター生命・機能物質部門動物資源開発分野動物実験施設利用規則 

・動物飼養保管施設および実験室設置承認申請書に係る承認書 

・施設設備修理記録、点検報告書 

・飼育室の温湿度記録 

・高知大学実験動物飼養保管施設における飼養保管の標準操作手順書（SOP） 

・令和６年度業務日誌 

・飼育管理記録簿 

・入退館管理データ 

3）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・老朽化による改修等必要な飼養保管施設について、予算等の問題から改善されていない。  

・委員会による施設等の調査、視察等を定期的に実施できていない。 

・動物実験施設では、カードによる入退館がなされ、セキュリティに関して問題はなく、

入退館記録もなされている。 

・動物実験施設内の感染室に電子錠を取付け、セキュリティを強化している。 

・動物実験施設以外の飼養保管施設においても、施錠され、入退室の記録もなされている。 

4）改善の方針、達成予定時期 

・老朽化した飼養保管施設について、改修に必要な予算の確保に向けて、継続的に検討す

る。 

・委員会による施設等の調査を定期的に実施する体制を 2025 年度中に構築する。 

 

6. 教育訓練の実施状況 

1）評価結果 

□ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。  

■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

2）自己点検の対象とした資料 

・令和６年度教育訓練資料 

・令和６年度教育訓練受講者一覧 

・高知大学ホームページ「動物実験等に関する情報公開」 

・日本実験動物学会主催第 14 回、16 回、19 回実験動物管理者等研修会修了証 
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3）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・動物実験実施者、飼養者等に対する教育訓練が適正に実施されている。 

・実験動物管理者は日本実験動物学会が主催する外部機関の教育訓練を受講している。 

・学生実習で担当教員が適切に教育訓練を実施できるよう、統一した教材を作成し配布し

た。 

・哺乳類・鳥類・爬虫類以外の動物を用いた実験を実施する教職員と学生に対して教育訓

練を実施した。 

・定期的な再教育訓練の実施ができていない。 

4）改善の方針、達成予定時期 

学内規程の改正時に教育訓練の有効期限を設定する。また、2025 年度中に再教育訓練教

材（動画）を作成し公開する。 

 

7. 自己点検・評価、情報公開 

1）評価結果 

■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。  

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

2）自己点検の対象とした資料 

・高知大学ホームページ「動物実験等に関する情報公開」 

・高知大学 総合研究センター 生命・機能物質部門 動物資源開発分野（動物実験施設） 

ホームページ 

3）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

・機関内規定、動物施設の概要、設備状況等の情報公開、自己点検評価報告書について、 

高知大学ホームページおよび動物実験施設ホームページに公開している。 

 ・情報公開の項目において、国立大学法人動物実験施設協議会等が定めるミニマム項目に 

従い公表している。 

4）改善の方針、達成予定時期 

情報公開項目については、さらに増やせるように動物実験委員会で検討する。 
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8. その他（動物実験の実施状況において、機関特融の点検・評価事項及びその結果） 

・動物実験施設では技術講習会を開催することにより、動物実験実施者の動物実験技術向

上を図り、動物への苦痛軽減（Refinement）につなげている。 

 ・動物実験施設新規利用者に対して、教育訓練時の利用講習に加え、実地での講習も行う

「利用者講習会」も受講必須項目とし、飼育管理を適正に実施させるための指導を行っ

ている。また、利用講習会での座学については、オンデマンド配信にすることで、何度

でも視聴できるようにしている。 

 ・動物実験施設内で防災訓練を実施し、マニュアルやチェック表の改善につなげた。 

・キャンパスごとに動物実験実施状況に則した標準操作手順書（SOP）と教育訓練を整備

している。 

 


